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１. はじめに
英語の学び方・教え方 (広くは諸外国語を含めた学び方・教え方) をテーマにして, 40
年余が過ぎようとしている｡ 同じテーマを続けざるを得なかった理由は, 日本人にとって
最も必要性があるにもかかわらず, 何ら成果が得られない状況が長期間にわたり続いてい
たからである｡ 結論を先に言えば, 日本人の方法論は明治以来150年余にわたってその大
部分が大いに間違っている, あるいは大混迷が続いていると言える｡ こうした現象は人類
の異文化史から見ても極めて特異なことである｡ 一般的には, 正しいと思われる方法論が
１～10パーセント, 間違った方法論が90～99パーセントと言われている｡ テーマが ｢方法
論｣ ということで, 客観的なモノサシで, これはどう見ても間違った方法論と言わざるを
得ないようなときでも, 当の教授者は自分の方法が正しいと信じ込んで授業をしているケー
スが通常である｡ そこで本稿では, 現時点で最も適正なモノサシと思われる TOEIC (後
述) を使って論を進めていくことにする｡ 中学・高校・大学の８年～12年にわたる英語教
育に限って言えば, 正しい方法は１パーセント, 間違った方法は99パーセントである｡ こ
れが中学・高校・大学の英語教育に40年余にわたって接してきた私の結論である｡ また
１パーセントの正しい方法の中では, 英語コミュニケーション能力の高い者が非常に多く
輩出されているが, その一方では, 99パーセントの間違った方法の中では, かなりの努力
にもかかわらず, 英語コミュニケーション能力の高い者は輩出されていない｡ しかし間違っ
た方法を長年やってきたが, その途中で正しい方法に変更した場合等はそのトレーニング
時間に相応して能力の伸長が見られる｡ 英語学習の方法論を間違えることでこのような大
きな差がどうして生じるのか｡ 今や英語はアメリカやカナダやイギリスやオーストラリア
の言語ではなく, 人類にとって計り知れないほど便利な地球共通言語である｡ そしてその
言語を習得できないで, それを150年も放置しているとはどういうことなのか｡ そうした
状況を一掃し, その解決策を提示するのが本稿の目的である｡
― ―1
[論 説]
英語の学び方・教え方
太 田 信 雄
２. 現状の英語教育をデータで見てみよう
TOEIC テストとはどういうモノサシなのか？
TOEIC テストは, アカデミックな分野での英語能力テスト TOEFL (北米大学入学資
格試験) とは性質が異なり, コミュニケーションスキルとしての英語能力を評価する ｢世
界共通のテスト｣ というコンセプトを持っている｡ 第１回 TOEIC 公開テストは1979年12
月に行われ, 2010年で30歳になる｡ スタートから30年を経た今日, TOEIC テストは日本
においては, まずビジネス社会に深く浸透し, 続いて学校教育においてもその活用が急速
に広がっている｡ こうした TOEIC テスト活用の動きは, 海外にも広く普及し, 現在, 世
界約90カ国で年間500万人もの受験者を数えるに至っている｡ これは開発当初のビジネス
界の ｢世界共通のテスト｣ というコンセプトが功を奏しているからとの評価を受けている｡
もう一つの重要な側面としては, TOEIC テストがこれまでに果たしてきた重要な役割
とは何かという点である｡ 長年, 日本企業における英語研修と学校教育における TOEIC
テストの活用に尽力されてきた千田潤一氏(１)はこれを次のような５つの ｢化｣ としてまと
めている｡
１. 正確な現在位置が見える化
２. 現実的な目標が見える化
３. 必要な研修 (トレーニング) 時間が見える化
４. 研修や学習効果が見える化
５. 適切な素材・方法論が見える化(２)
この５つの ｢化｣ は日本の英語教育の改革にとって, いずれも必要不可欠のものである｡
私個人が過去20年にわたる日本の英語改革の中でも, この５つの ｢化｣ が常に改革の指針
であり続けてくれた｡ そういうものを TOEIC テストは日本の英語教育を変えようと志す
者たちに提供し続けてくれている｡
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 千田潤一 (ちだじゅんいち) 英語トレーニング法指導の第一人者として, 企業から大学・高校・中学まで幅
広く講演活動を行っている｡ 千田氏の最大の功績は, 彼の指導で日本人の英語コミュニケーション能力を,
その人数において, またそのレベルの向上において最大限に高めてくれたことである｡
 TOEIC Newsletter No.105 June 2009 p.12
2.1. TOEIC で見る日本の英語教育の現状
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表-1
大卒新入社員の TOEIC 受験者数とその平均スコア
実施年度
新入社員
受験者数
TOEIC
平均スコア
1983年 5,107人 379点
1984年 6,019人 369点
1985年 10,315人 366点
1986年 17,143人 378点
1987年 21,843人 386点
1988年 34,636人 379点
1989年 45,920人 382点
1990年 61,387人 369点
1991年 68,682人 373点
1992年 70,788人 372点
1993年 55,620人 397点
1994年 41,287人 422点
1995年 32,825人 436点
1996年 31,221人 454点
1997年 35,725人 434点
1998年 46,586人 433点
1999年 44,324人 440点
2000年 35,587人 446点
2001年 42,083人 462点
2002年 42,414人 460点
2003年 35,224人 463点
2004年 34,614人 467点
2005年 35,494人 471点
2006年 41,635人 466点
2007年 52,861人 460点
2008年 55,375人 456点
2009年 50,387人 460点
(出所) TOEIC 運営委員会
日本の英語教育の現状はどのようになっているのだろうか｡ [表１と図１を見れば, そ
れはよく分かる｡ 1981年～92年の11年間はほぼ横一線で変動がない｡ 92年～96年の４年間
は右上がりの急上昇｡ しかしその後の96年～'09年の13年間は, 前半期の81年～92年の11
年間と比べ, 若干上昇はしているものの, 再びほぼ横ばい状態が続いている｡ つまり, 前
半期の平均が380点台に対して, 後半期は450～460点台が中心になっている｡ 日本の中学
３年, 高校３年, 大学２年～４年, 計８年～10年の英語教育は380点と変わらず, 92年～
96年の４年間の急激な上昇期を経て, また450～460点台のほぼ横ばい状態が続いているの
は, 日本人の平均値が上がったのではなく, バブルの影響を受けて, 企業の新入社員数の
採用が大幅に減ったために, 新卒者の中から英語のできる新入社員を採用できるようになっ
たからであると言われている(３)｡
中学・高校・大学と８年～10年の英語学習を続けた後, 大卒者はさらに社会人として７
年間の企業内英語研修を経て, ようやく600点に到達する｡ ７年間でかかる費用は1500万
円 (１クラス５人と換算して) という報告がなされている(４)｡ しかも600点を突破できる
のは必ずしも全員ではない｡ これが日本の英語教育が置かれている現実である]｡ この
[～] を以下, ｢正確な現在位置が見える化｣ と呼ぶことにする｡
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図１ 新入社員受験者数と平均スコアの推移 (1983～2009年度)
 太田信雄著 『TOEIC テスト 600点突破！ 音読カード』 資料編 p.74～92
 に同じ
2.2. ｢中学３年, 高校３年, 大学２-４年, 計10年の日本人の TOEICテスト平均点が380点｣
とはどういうことか
TOEIC テスト380点というのは TOEIC テスト990点 (リスニング495点／リーディング
495点) 満点中380点ということである｡ 分かりやすく言えば, 100点満点でおよそ38点と
いうことである｡ これは英語が聞こえてきたとき, 単語の意味が１個分かるレベルである
と言われている｡ 中学から大学まで英語専科の先生に, 週に数時間, 重要科目の一つとし
て, 生徒・学生たちはそれなりに真剣に英語に取り組んできたのに, これでは日本の公教
育が120パーセント間違っていると断言せざるを得ない｡ いかに間違っているかを客観的
に教えてくれるのが, 日本人の TOEIC テストの平均点である｡ 世界で約90カ国が参加し
ている TOEIC テストの集計表を見ればそれがよりよく分かる(５)｡
これが, 日本の過去30年の英語教育の実態をグローバル・スタンダードとしての
TOEIC テストで客観的に測定した結果である｡
これを, 先述の千田潤一氏のまとめた ｢TOEIC テストが果たしてきた役割としての５
つの ‶見える化"｣ で分析してみよう｡
第１の ｢正確な現在位置の見える化｣ は何を明示しているのか
英語コミュニケーション能力を正確に測定できる TOEIC テストで, 日本の英語公教育
を見れば, ｢中学３年, 高校３年, 大学２～４年, 計８～10年で日本人の TOEIC テスト
平均点は380点｣ である｡ この具体的な内容は, 前述の ｢正確な現在位置の見える化｣ で
見たとおりである｡ さらに TOEIC テスト発足以前 (1980年以前) に遡っても, 日本人の
英語コミュニケーション能力はロー・スコアであったことが, TOEFL テスト (北米大学
入学資格テスト) で立証されている(６)｡ 換言すれば, TOEIC テスト実施期間30年間
(1980年～2010年) の横ばい傾向は, この30年間に限定されず, 1980年以前も続いていた
と言える｡
TOEIC テストの大きな役割の一つである ｢正確な現在位置の見える化｣ は, 初回のテ
ストは時間の流れの中の１点としての現在位置であるが, その一つ一つの点が集まればそ
れは線分となる｡ このように見れば, ｢正確な現在位置の見える化｣ は, 日本人の英語コ
ミュニケーション能力の１点としての現在位置のみならず, 点の集積である線分としての
過去をも正確に見ることができる｡ そればかりではなく, 今後大きな改革がなければ, 日
本人のロー・スコアは2010年以降も長期にわたり, 現在の状況が続くであろうことが予測
される｡
日本の英語教育の真の改革は, この ｢正確な現在位置の見える化｣ が何を明示している
かを真に知ることからはじまる｡
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 太田信雄 『諸外国から見た日本の英語教育』 国府台経済研究 第19巻第１号
2008年３月 ｢外国語教育の異文化間コミュニケーション論的研究｣ 参照
  p.７～９
３. ｢正確な現在位置の見える化｣ のないところには日本の英語教育の改革は決して起こ
らない
｢正確な現在位置の見える化｣ から導き出された日本の英語教育の過去と現在の状況分
析, そして未来にわたる予測, そこから日本の英語教育の真の改革がはじまる｡ ｢正確な
現在位置の見える化｣ のないところには日本の英語教育の改革は決して起こらない｡
なぜ日本では, 英語教育の改革が行われないのだろうか｡ よく見かける日本の英語,
(広くは外国語) の授業風景を紹介しよう｡
｢１回, 教えたのに覚えていない｡ 今の学生はどうしてこんなこともできないのか｣ こ
れは授業を終えて講師控え室に戻ってきたときに聞かれる語学担当教員たちの不満の声で
ある｡ 日本のどこの大学 (ごく一部の大学は除く) に行ってもこうした不満の声を耳にし
ないことはない｡ 恐らく, 日本のどこの高校, どこの中学 (ごく一部の高校, 中学は除く)
に行っても事情はほぼ同じであろうと思われる｡ 外国語の授業において, 今, 日本では
１回的に教える授業が横行しているようだ｡ 授業以外の自己学習を含めて300回～500回以
上の繰り返し反復練習を課す授業を長年にわたって続けてきた私個人にとっては, 日本の
多くで行われているこうした外国語の授業に大きな戸惑いを覚える｡
今, 日本では何が起きているのか｡ 外国語以外の授業科目においても同じことが言える｡
一番顕著なのがパワーポイントを使った授業である｡ 学生たちは授業に関連したテキスト
教材も持たずに, カラフルなパワーポイントを１回的に眺めて授業を終える｡ 何回も反復
練習をするというようなことはあり得ない｡ 最近では, 九九の算の言えない小学生まで出
てきた｡ 九九の算が言えなくて, 笑ってごまかす大学生もいる｡
｢知る, 知識を得る｣ ということと, ｢使える｣ ということは同じではない｡ 日本の教
育界 (小・中・高・大を含めた) では, ｢知る｣ ことと ｢使える｣ ことの混同がまかり通っ
ている｡ 九九の算や外国語は ｢使える｣ ようになるまで徹底反復が必要な科目である｡ 九
九の算や外国語は１回的な授業であってはならない｡ このような授業は繰り返し練習が少
ない授業であってはならない｡ これは, 教育者が教育者である前の基本中の基本である｡
こうした１回的な授業傾向は, 予備校や塾の多くある首都圏や大都市部で強く見られる｡
首都圏や大都市部では, 教師は一部の進学志望の父母の声には耳を傾けるが, すべての生
徒に各教科の基礎をしっかり教えるというところには力点を置いていない｡ 義務教育にお
いて, 人間として最低限必要な基本事項を徹底反復学習で叩き込むという教育者としての
基本理念が欠如している｡ これは切り捨て授業であり, 授業の放棄である｡ しかし地方都
市や地方部では, こうした切り捨て授業は行われていない｡
英語以外のこうした１回的な授業傾向は, 英語あるいはその他の外国語の授業において
決して無関係ではあり得ない｡
3.1. それでは, どうすれば誰でも英語が聞け, 話せ, 読め, 書けるようになるのか
英語コミュニケーション能力において, 日本だけがどうしてこれ程までに世界の最底辺
であり続けなければならのか｡ 成果の出ている隣国の中国や韓国そしてヨーロッパの多言
語先進諸国はどうなっているのかを, ｢正確な現在位置の見える化｣ で見てみよう｡
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そこには一目瞭然, 天と地ほどの大きな違いがあった｡ それは方法論の違いである｡ 中
国や韓国, そして多言語先進諸国には, ｢はじめに音 (耳) ありき！次にひたすら音読｡
そして最後に筆写｣ という人類共通の方法論がある｡ しかし日本は全くその逆の ｢音なし
学習｣ がまん延している｡ すなわち, ｢はじめに音なし, そして反復練習なしの１回的な
授業｣ という世界でも極めて稀な, 反自然的な方法論である｡ この方法論であれば, 日本
人がどんなに頑張ろうとも使える英語の習得は絶対に不可能である｡ たとえ100年, 使え
る英語の習得に励もうともそれは不可能である｡ 方法論が120パーセント間違っているか
らである｡
人間は, 地球上のすべての人間は, 生まれて３年で生まれた国の言語を習得する｡ 日本
人であれば日本語を, ドイツ人であればドイツ語を, ロシア人であればロシア語を習得す
る｡ 意味を解することもなしに, ただひたすら親たちの音声を素直に (右脳で) 聞き, そ
れをひたすら繰り返すうちに, 辞書を引くこともなしに意味を解するようになり, 言語を
習得してしまう｡ これが人間の持って生まれた才能であり, これが自然の法則である｡ 日
本人の外国語習得法はこの自然の法則に反する｡
野生の四足動物は生まれて１時間もすれば, 俊足の肉食獣に追われても逃げ切れる足を
持っている｡ 肉食獣は俊足で一定の距離は走れるが, それ以上は走れない｡ それ以上の俊
足での追走は肉食獣自らの ｢死｣ を意味する｡ これが自然の掟である｡
日本人は, ペリーの黒舟来航 (1853年) 以来150年余にわたり, この自然の掟を破り続
けている｡ 黒舟来航以前の江戸末期の寺子屋では, 漢文の素読が盛んに行われていた｡ 師
の音声を聞き, それをただ只管 (ひたすら) 繰り返すうちに, 辞書を引くこともなしに意
味を解するようになり, 漢文を習得していた｡ これは自然の掟に従った言語習得法である｡
しかし日本は, 黒舟来航以来, この自然の掟に従った言語習得法, 学習法を捨てること
になった｡ 迫りくるアジアにおける欧米の植民地化を目の前にして, 日本は欧米に対抗で
きる近代国家の創立を急ぐあまりに, 音声なしの異文化習得法を取ることになった｡ 音声
がなくとも, 黒舟の設計図があればなんとか黒舟はできる｡ ドイツから憲法を移入し日本
語に訳せば, 音声がなくとも立派な日本国憲法が出来上がる｡ 近代医学も郵便制度の移入
もそうだ｡ こうして日本は, 人類史上はじめての有色人種の, 欧米による植民地化を免れ
ることになる｡ 人類史上のはじめての成功は, 音声なしの異文化習得法によるものである｡
一度, 成功した方法論は157年が経過し, その後この国がどのように変わろうとも, この
方法論ゆえに日本がどれほど経済的不利益を被ろうとも, この方法論は決して変えること
はない, というのが現今の日本である｡
今や英語は人類共通の言語である｡ その言語能力において, 日本は長年にわたってアジ
アで最底辺であり続けている｡ そこから被る日本の経済的不利益は測り知れないほど甚大
である｡ 経済的側面だけではない｡ 文化的側面の被害も甚大である｡ 多言語の分野から現
今の日本を見れば, 日本は江戸時代の350年, 明治以降の150年, 計500年以上にわたる世
界でも稀有な言語鎖国国家である｡ 日本は, 日本語という翻訳言語 (日本独自の文化) で,
色眼鏡を通して世界を見ているが, その国の真の文化は見ていない｡
一つの外国語を学ぶということは, もう一つの文化を学ぶということでもある｡ 言語を
通して, その国の人々の生き方や生活に対する見方, 行動様式を知るということである｡
言語と文化は切っても切り離すことができないものである｡ 人類は他の言語を学ぶことに
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よって, 他の文化をも学んできた｡ これが人類の歴史である｡ しかし, 音なし学習の日本
の場合は事情が大きく異なる｡ 日本で英語の授業と言えば, 英語を日本語に訳すことが授
業の主目的になる｡ そして日本語の語順に従って, よりきれいな日本語に翻訳することが
最良とされる｡ その際, 英語の音声練習は極めて少なく, また軽視される傾向にある｡
｢英語 (外国語) なんか使えなくてもよい｡ 音声がなくとも, 黒舟の設計図があれば黒
舟はできる｡ ドイツから憲法を移入し日本語に訳せば, 立派な日本国憲法が出来上がる｡
近代医学も郵便制度もそうだ｡｣ できるだけ短期間に, できるだけ安上がりに, 最低限必
要なものだけを移入しようというのが, 幕末から明治の初期に取られた日本人の英語 (外
国語) 習得法である｡ このツケは150年から500年余の時を経て, 日本国家に回ってくる｡
音なし学習と日本語の語順による日本語訳では, その国の真の文化を吸収することはで
きない｡ こうした状況が500年以上も続くと, 世界でも稀有な日本という言語鎖国国家が
生まれる｡ 長期間にわたる言語鎖国国家の中で, 日本は20世紀最高レベルの経済的発展を
遂げる｡ 豊かな経済環境の中で, 日本人は他国から学ぶという姿勢が薄れ, それが転じて
傲慢になり, 同時に飽食飽満によりハングリー精神を失い, 無気力人間の集団になり下が
る｡ マスコミや学識者をはじめ, 多くの日本人 (ごく一部の時代改革者は除く) は自らは
安全なところに身を置いて動くことなしに, あれは悪い, これは下らんと何でもケチをつ
け, 批評家然としている｡ この場合, 日本は日本語という翻訳言語で世界を一応見ている
ので, 日本人は他国の文化をも知っていると思いがちだが, 色眼鏡を通して見ているに過
ぎないので, その国の真の文化は見ていないことになる｡ こうした状況からは, 隣国を見
て方法論を変えようという改革のアクションは決して生まれて来ない｡ こうして国中に閉
塞感が満ち溢れる｡ これが現今の日本である｡ その一方で, 自然の掟に従った言語習得法
でその国の言語とともにその国の文化をも吸収し, 相互に開かれた状況の中でゆっくりと
した歩みではあるが, 絶えず発展を続けてきた国々が世界には多く存在する｡
４. ビューと屁を吹いて一掃したい日本の英語教育
日本国民の多くが批評家になり, 自らは安全なところに身を置いて, 何も実行せず, あ
れは悪い, これも下らんというようになった日本においては, ｢現在位置の見える化｣ と
いう屁をビューと吹いて, 500年余にわたる日本の淀んだ空気を一掃するのが言語鎖国の
日本に残された唯一の道であると確信している｡
4.1. 隣国中国の英語教育事情を見てみよう｡
中国の英語教育の始まりは, 文化大革命終結直後の1978年からである｡ 都市部を中心に
重点校を定め, 小学校３年から英語の授業を開始したが, このプログラムは全国的に広が
ることはなかった｡ しかし20数年を経て, 2001年に新しいカリキュラム ｢新課程｣ が発表
され, 公式に小学校に英語の授業が導入されることになった｡ まず一部の地域で, 2001年
から英語の授業を開始し, 2004年から全国で実施されることになった｡
中国では, 小学校の英語授業開始学年は, 公式には小学校３年であるが, 開始学年は地
域によって様々である｡ 北京, 上海, 天津, 広州, 大連などの大都市や特別経済発展地域
では, 小学１年から開始しても差し支えないとされているが, 内陸の農村部や少数民族地
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域などでは, ４学年や５学年から開始することも容認されている｡ 中国は広大な国である
ため, それぞれの地域の英語教育事情によって開始年度が遅れることもある｡ 2009年末で
は, 中国のほぼ全土で英語が開始されているが, その開始学年は小学校１年と小学校３年
の２通りが未だに行われている｡ そして中国で小学校の英語授業という場合, 地域の事情
によってはロシア語や日本語の授業でそれを代行してもよいことになっている｡ 中国の外
国語改革は, 開始学年にしても, 語種にしても, 単一・均質的な日本では想像できないレ
ベルで, 大地を流れる大河のようにゆったりと, しかし何ものをも飲み込んでしまうよう
な力強さで推し進められている｡
中国における英語学習者は現在３億人強である｡ これは英語を母国語とする最大の国,
アメリカの人口にほぼ匹敵する｡ これは中国がやがて世界最多の英語話者国になることを
予測させるものである｡ こうした諸事情に対応して, 中国の小学校用英語教科書は30種類,
その発行部数は6,000万冊となっている｡ 国の主導と国の情熱によって改革が進められて
いる｡
さらに2001年には ｢英語課程標準｣ の改定が行われた｡ その骨子は, 英語の知識を教え,
知識を試験で評価するやり方を止め, 生徒が主体的に英語の授業に取り組み, 知識を応用
する方向に大きく転換したことである｡ 時代が要請する英語コミュニケーション能力の育
成を目指し, さらには外国の文化やマナーを知り, 公共心を育てるというものである(７)｡
これが大基本方針であるが, 中国の場合, 国が広大であるため, 北京や上海などの特別
経済発展地域や内陸部の農村地域, そして使用言語の違う少数民族地域によってその対応
は様々である｡ したがって, 以降の各論では中国の中で最も進んでいると思われる上海を
中心に論を進める｡
５. 上海の英語教育から見えてくるもの
上海の義務教育としての英語の授業は, 小学校１年から中学４年までの計９年であるが,
日本とは呼称が違い, 小学校は１年から５年までで, 日本の小学６年は中学１年になり,
呼称は通しで, 一年級, 二年級, 三年級, ～, 八年級, 九年級と呼ばれる｡
5.1. 上海のテキスト
上海の義務教育９年間のテキストは, 一年級から九年級まですべて ｢OXFORD ENGLISH｣
である｡ したがって, テキストは小学１年から中学４年まで, すべて英文で中国語は一切
使われていない(８)｡
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 『多聴多読マガジン』 2010 ４月号 p.124～135
 上海にある最も有名な語学学校の一つである上海前進進修学院を拠点に, 近隣の小・中学校を見学する｡ 資
料収集と見学案内は上海前進進修学院の副院長の協力を得た｡
義務教育９年間の英語教材 (全34冊) を ｢OXFORD ENGLISH｣ (以下 OX-ENG と略
称する) に決定した意義は測り知れないくらいに大きい｡
９年間の全英語教材を ｢OX-ENG｣ に決定した意義は, 前述の千田氏の５つの ｢化｣
を通して見ることによって, より鮮明になる｡ この５つの ｢化｣ は相互に絡み合って相乗
効果を発揮するものだが, その中でも, ５番目の ｢適切な素材・方法論が見える化｣ が突
出して, その役割分担を発揮している｡
相乗効果１：英語の授業は中国語を一切使わず, すべて英語でできる｡ もともとテキス
トがイギリス製 (OXFORD) なので, 一年級から九年級まで中国語を使わなくても, す
べて英語でできるように作られている｡ たとえば, 名詞であれば, book, ruler, pencil,
rubber, pen, bag には, 鮮明なカラーの絵が添えられている｡ 動詞であれば, dance,
read, jump, sing, draw, write には, その動作の絵が添えられているので, わざわざ
中国語に置き換える必要もないし, その時間もない｡ 絵で説明できないその他の語彙は,
三年級～九年級まで巻末に英語／中国語対比の簡単な Word List がある｡ テキストには
テープが付いているので, 音声付で英語を英語のまま習得できるようになっている｡ テキ
ストの指示に従って進めば, 英語の授業が必然的にスピードのある授業になる｡ 中国語に
置き換えれば, 時間が２倍～2.5倍かかることになる｡ たとえば, 一年級は４冊, 五年級
になれば６冊のテキストがあるが, 中国ではそれをすべて終えなければならないという｡
日本のようにテキストのやり残しは許されないという事情がある｡ 英語の授業には中国語
は介在しない｡ それ故にスピードのある授業になる｡ スピードがあるから, 大部なテキス
トをすべて終えることができるという仕組みである｡
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OXFORD ENGLISH 英語 五年級 第一学期 ５Ａ 上海教育出版社
相乗効果２：ネイティヴ並みの英語力でなくても, 英語教員 (TOEIC 500点～600点レ
ベル以上) であれば誰でも, すべて英語で授業をすることができるように構成されている｡
上記の写真は, 五年級全６冊の中の１冊である｡ 絵を見ながら, 英語の指示文に従って
授業を進めていけば, 教師は中国語を全く使わずに, すべて英語で授業をすることができ
るように工夫されている｡ 英語の指示文は, Look and learn. / Read and say. / Think
and write. / Ask and answer. / Let's make a cake! / Ask and answer. / Look and say.
等と続く｡ 英語教師はこの英語指示文に従って, テキストの question を生徒２～３名ず
つに当て, answer の正誤にかかわらず, 先生はリズムよく Good！を連発し, 生徒を励
まし, その後で正解を教える｡ このようにして中国語を全く使わずに, 授業をすべて英語
で高速で進めていく｡ 生徒は間違えることを恐れず, 英語を発声し, クラスは活性化する｡
なお中国では, 小学校の教員は原則として教科担任制である｡ クラス担任が中国語と算数
を教えるが, それ以外の科目はその科目の担当教員が教える｡ したがって, 英語の教員は
英語だけを教えればよいことになっている｡
相乗効果３：相乗効果１と２は学習者用のテキストにある指示文であるが, さらにその
他に, 英語のみでよりハイレベルな授業ができる指示例文集 ｢新概念英語｣ が教師用に作
られている (相乗効果３)｡ ｢新概念英語４｣ New Concept English / Teacher's English 4
の一部を紹介する｡
Listening comprehension
１ Introduce the text
T :Today we'll talk about the effect of noise on people's health.
２ Understand the topic
T :What can you see in the picture? What do you think this picture might have
to do with noise?
３ Listening objective
T :Listen to the text (or read it silently) and see if you can answer this question:
What conclusion does the author draw about noise and health in this piece?
４ Play the tape or read the text or wait for the students to finish reading silently
５ Answer the question
(省略)
６ Intensive reading (省略)
７ Play the tape or read the text again
８ Reading aloud
Ask one or two students to read the text aloud.
その他の項目として
Comprehension questions (省略)
Key to KS Exercises (省略)
Special difficulties (省略)
Repetition drill (省略)
Key to Multiple choice questions (省略)
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各レッスン毎に, 教師が授業で使える適切な指示英文が例示されている｡ この指示英文
は授業に直接, 関連する指示文なので, 教師は興味をもってこれを学習することができる｡
教師は楽しみながら自らの英語力を伸長できるとともに, そのいくつかの指示文を授業で
使えば, さらにハイレベルな授業を展開することができるという二つの利点を持つことに
なる｡ まさに ｢適切な素材・ (適切な) 方法論が見える化｣ の実現である｡
これは, ①はじめに ｢OX-ENG｣ というイギリス教材の採択があったから, TOEIC 500
点～600点レベルの英語教員がすべて英語で授業ができ, そして②自らの英語力をも伸長
できたのである｡ とりわけ, 日本は適切な素材・適切な方法論の分野で隣国中国に大きく
遅れている｡ 500年余にわたる言語鎖国の日本には ｢OX-ENG｣ を採用する勇気はあるの
か｡
2010年における日本・中国・韓国の小・中・高の英語授業時間数の比較
中国の場合：2004年小１から英語授業開始
小１～小２は週２～３時間
小３～小５は週３時間
中学校は週５～６時間
高校は週６～８時間
台湾の場合：小３から開始
小学校は週２時間
中学校は週２～４時間
高校は週４～６時間
韓国の場合：1997年小３から英語授業開始
小３～小４は週２時間
小５～小６は週３時間
中学校は週３～４時間
高校は週４時間
日本の場合：2010年の時点で, 小学校の英語授業はまだ開始されていない
来年2011年から ｢外国語活動 (英語)｣ 小５から週１の予定
中学校は週３～４時間
高校は週３～５時間
日本は後発にもかかわらず, 来年2011年より, 小５から週１で開始, これでは先進両隣
国中国と韓国との差は開くばかりある｡
６. 韓国の英語教育事情
ソウル教育大学のイ・ワンギ教授 (英語教育学博士) は, 国家主導の韓国の英語教育の
現状を次のように分析している｡
｢プラスの側面は, 親たちが英語の必要性を認識するようになったことです｡ 国が音頭
をとったことにより英語の必要性が中央, 地方の差なくあまねく意識されるようになりま
した｡ つまり全国の父母が, 韓国の将来にとってグローバル化が死活の問題であることを
認識し, 英語学習を強く意識するようになりました｡ それと音声重視, 英語を駆使する人
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間を育てることを目標として掲げたことも, プラスの側面と言えます｡ 一方, 教育格差が
拡大傾向にあることが問題点として浮上してきました｡ 環境の違いにより英語教育の効果
に差がでてきて, イングリッシュ・ディバイド (分割) ということが政治的にも社会的に
も問題にされています｡ 所得階層の違いおよび都市と地方で英語力格差が生じているので
す｡ 都市部の富裕な階層は塾などの 『私教育』 に走りますから, 今, 大統領は学校教育を
強めて私教育を減らす方向を志向しています｣
また韓国社会に初等学校での英語教育に反対する声はないのかという問いに対しては,
｢あります｡ 愛国的なハングル団体が反対しています｡ なぜ全国民が英語の勉強をする必
要があるのかという人もいます｡ 始まって間がなく効果も明らかになっていない早期英語
教育よりも母国語教育を優先すべきではないか, と主張する人もいます｡ これらの異論に
対する政府の反論は, 幼少の頃から英語に触れることで他者への理解と寛容の精神を養う
ことができる, 未来の社会を考えたとき英語は必要だ, 早期英語教育の可否は子どもたち
が大人になったときに判断すべきこと―というものです｣
さらにイ・ワンギ教授は個人の意見として次のように語っている｡
｢幼少時から他文化に接することで狭小なナショナリズムを廃することができるという
理由から, 初等学校の英語の授業に賛成だが, 同時に, 英語が最重要ではない, 国語教育
も強化すべきだ｣(９)
二つの隣国・中国と韓国における初等・中等の英語教育事情を垣間見た｡
TOEIC (表１と図１) や TOEFL(10) は言うまでもなく, その他のテスト結果を見ても,
日本と両隣国・中国と韓国の英語コミュニケーション能力差は歴然としている｡ これは英
語教育ばかりではない｡ 教育全般にわたり, それは言える｡ 英語に関しては, 英語が人類
共通言語ということもあって, 英語能力を測る世界共通のモノサシがいくつもある｡ 極め
て客観的なモノサシで, 世界各国の英語能力を数10年単位で, たとえば TOEFL (北米大
学入学資格試験) の場合1964年～2010年＝46年の期間にわたって, 日本人の現在位置を測
ることができる｡ ｢中学３年, 高校３年, 大学２年～４年, 計８年～10年, 英語を学んで
も使えるようにはならない｡ そのレベルはアジアで最底辺｣, この言葉は長年にわたり語
り伝えられた言葉である｡ これは日本人にとって周知の事実であろう｡
2010年の時点で, 隣国の中国は, 小１から英語授業をはじめ, 小５は週３時間, 韓国は,
小３からはじめ, 小６は週３時間, それに対して, 日本の対応は現在, ゼロである｡ これ
は英語だけに止まらない｡ 日本の対応の遅れは英語以外のすべての教科にわたっても言え
る｡ しかもこれは小・中・高・大の全課程においてそれが言える｡ この遅れは日本の教育
を崩壊に導く｡ 若者がこれほど学ばない国を私はかつて見たことがない｡ 中国・台湾・韓
国をはじめ, インド・ベトナム等の東南アジアからの留学生たちがそれをじっと見ている｡
｢日本は本当に素晴らしい国で, 我々の憧れの国だった｡ しかし日本に来てみて分かった｡
日本の大学生はまったく勉強しない｡ 読むのはマンガばかり, 授業が終わればアルバイト
先へ直行｡ 勉強しなくても出席さえすれば大学は卒業できる｡ 志を持った学生がいない｡
― ―13
 『多聴多読マガジン』 2009年８月号 p.102～103
 の p.７
夜になると図書館を含め, 大学のすべてで明かりが消える｡ この国は何だ！自分の国では
決して考えられないことがこの国に起こっている｡｣ 極めて少数の一部の大学, 学部を除
けば, この指摘は当たっている｡ これは英語教育だけの問題ではない｡ 小・中・高・大を
含めた日本の教育全体の崩壊である｡
今や日本の崩壊は教育界ばかりではない｡ ほとんどすべての分野で起こっている｡ 教育
分野の主人公は生徒・学生と教師・親であるが, その他の分野となると, 若者を卒業した
すべての大人の日本人ということになる｡ すべての分野での崩壊は若者だけの責任ではな
い｡ 若者と大人を含めたすべての日本人, そして何よりも国家の責任である｡ それでも国
は何もしない｡ これが500年余続く言語鎖国国家の末路である｡
７. まずは500年余の言語鎖国を解き, 遣唐使と遣韓使を中国と韓国に送ろう！
それでは打つ手は何もないのか｡ ある｡ まずは ｢現在位置の見える化｣ でもって日本の
淀んだ空気を一掃し, 500年余の言語鎖国を解こう｡ 手始めに, 中国と韓国へ遣唐使と遣
韓使を送ろう！日本の教育の崩壊, そして他分野ほとんどすべての崩壊に対して, 隣国中
国と韓国の改革は後発の日本にいくつもの示唆を与えてくれている｡ 中国と韓国と日本は
太古の昔から交流があり, 交流の中で栄枯盛衰の歴史を繰り返してきた｡ その歴史の中で
は日本の繁栄は近現代のほんの１ページに過ぎない｡ まずは中国に学び, 続いて韓国に学
び, そして世界に学ぶことによって, 日本は近現代のごく短期間, 世界の頂点に立った｡
しかしその繁栄は長く続くはずもなかった｡ 500年余の言語鎖国の中で, 日本は急激な知
の衰退を経験することになる｡ 繁栄と少子化の影響で, 日本の大学生は, 小・中・高と受
験勉強を一切せずに, AO 入試によって有名大学に５分間の面接で受かる｡ 日本の大学の
90パーセントは, 勉強をせずとも出席さえすれば卒業できる｡ 日本の大学は世界で最も卒
業しやすい大学である｡ 自分の志をもって学ぶ学生に出会うことはまずもってない｡ 基礎
学力もなく, 人前で自分の意見を主張することもできない｡ そんな日本の現状をどうやれ
ば打破できるのか｡
7.1. 英語教育における中国と韓国と日本の差異
日本と両隣国中国と韓国との一番の違いは, 国の危機意識の問題である｡ 韓国の場合で
言えば, 歴代の韓国政府は, 北朝鮮との戦争と絶えざる紛争をはじめ, 社会主義の中国や
ロシア, 資本主義のアメリカや日本の取り囲みの中にあって, 政治, 経済, 教育, 諸々の
交流等のいかなる面においても欠けた面があってはならない, そのうちのどれ一つが欠け
てもこの国の存続はあり得ないという強い危機意識を持っていた｡ そうした背景のなかで,
国の主導で, まず大学の英語教育の改革が行われ, それが高・中・小へと広がって行った｡
その改革の中で, 全国の父母が ｢韓国の将来にとって英語によるグローバル化が死活問題
であることを認識する｣ ようになり, 同時に ｢音声重視, 英語を駆使する人材を育成する
ことを目標として掲げる｣(11) ようになった｡
中国の場合は, はじめに中国に進出している海外企業に対応するため, 続いて世界市場
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 『多聴多読マガジン』 2009年８月号 p.102～103
で競争していくためにビジネスで使える実践的な英語力を身につけることを目標としてい
る｡ 中国では, 使える英語力は世界経済戦略の一環として位置づけられている｡
7.1. のまとめ：
① ｢国の危機意識｣, ② ｢国の主導による英語教育の改革｣, ③ ｢音声重視｣, ④ ｢英語
を駆使する人材の育成｣, これら①～④は, 英語教育後発の大和の国への隣国からのメッ
セージである｡
もう一つの差異
中国の小学校用教科書は30種類, その発行部数は6,000万冊と言われているが, 中国の
中でも英語教育が最も進んでいると思われる上海では, 一年級から九年級まですべて
｢OXFORD ENGLISH｣ が使われている｡ この利点は, 英語の授業で中国語を一切使わず
に, すべて英語でできるように作られていることである｡ さらに教師用の ｢新概念英語｣
を教師が自己学習すれば, よりハイレベルな英語のみの授業ができるし, その一方で教師
自らの英語力をも伸長できる｡ いわゆる, 学習者オートノミー (Autonomous Learning)
と教師オートノミーの合体型である｡
韓国の場合はその傾向は少し異なる｡
小学校入学前の幼児に人気があるのは, Oxford や Scholastic や Macmillan のリーダー
や Black Cat のシリーズなどの韓国語が一切ない原書英語教材である｡ 小学生になると
一番人気のあるのがアメリカの小学校の教科書である｡ 幼児や小学生向けの英語教材には
絵と音声があるので, 韓国語が全く使われていないことが特徴である｡
ここでの隣国から送られてくるメッセージは, ⑤ ｢OXFORD や SCHOLASTIC や
MACMILLAN などの中国語や韓国語が一切使われていない原書英語教材｣ が採用されて
いることである｡ こうした原書英語教材を採用する利点は, ⑥ ｢教師が母国語を使わずに
英語のみで英語の授業ができる｣ ことである｡ もう一つは, ⑦ ｢教師が授業をしながら,
教師自らの英語力を伸長させることができる｣ という点である｡
これら①～⑦は, 500年余の言語鎖国を解き, 遣唐使と遣韓使を中国と韓国に送ったと
きに得られる日本の英語教育改革に向けての中心的なキーワードである｡
８. 日本の英語教育, 広い意味では, 日本の外国語教育改革に向けて
日本には特異な原風景がある｡ 日本は太平洋に浮かぶ孤島で, 温帯の中にあって四方を
海に囲まれた火山列島である｡ 日本には春・夏・秋・冬という綺麗に４等分された四季が
ある｡ すなわち, 日本にはその地理的環境から育まれた世界に類のない ｢繊細さ｣, ｢緻密
さ｣, ｢器用さ｣, そして ｢小舟を漕いで, 荒海に飛び出す大胆さと勇気＝貿易交流の精神｣
がある｡ これを英語教育改革に使えば, 世界に類のない英語学習メソッドが作り出せる｡
その試みの実験道場として生まれたのが太田言語教育研究所である｡ 同研究所は2002年に,
市井の実験道場として ｢市川英語村塾｣ 市川校を設立し, 2009年に ｢同｣ 船橋校を設立す
るに至った｡ その実験道場の基本的な骨格は次のようなものである｡
福沢諭吉は, ｢いみじくも, 教育とははなはだ穏当ならず, よろしく発育と称すべきな
り｡ 学校は人に物を教うるところにあらず, 子どもの天質の発達を妨げることなく, 発育
させるのが学校の勤めなり｣ と言っている｡
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市井の実験道場である ｢市川英語村塾｣ の１コマ当りの授業時間数は, 年間90分×40回＝
60時間である｡ しかし村塾生の申告する平均トレーニング時間は2,000時間を超えている｡
この差はどこから来ているのか｡ 村塾では, 上から下への効果的・均質的にモノを教え切っ
てしまう方法は取っていない｡ 教授者が効率主義のもとに画一的にモノを教え切ってしま
えば, 学習者の持って生まれた天質の芽は摘み取られ, 後には無気力な受け身の姿勢が残
るのみである｡ もしも村塾で, 教授者が上から下へ教え切ってしまっていたら, 年間2000
時間以上の自己学習は出てこなかったであろうと思われる｡ 村塾の基本精神は, 教授者が
高いミッションをもって, 60時間の授業を補助的役割に徹し切り, 学習者の天質の芽を発
育させ, 学習者自らの発意と努力によって, 60時間が何10倍にもなって発達していくこと
を願ったものである｡ これが自己学習支援コースの始まりである｡
村塾の高く掲げる基本精神は,
『外国語コミュニケーション能力は第三者によって教授されるものではなく, 自らの発意
と努力によってのみ習得できるスキルである｡ したがって, 数ある教授法・学習法のなか
で, 自己学習こそが教授法・学習法の中心となるべきであり, 教授者による指導はあくま
で補助的な役割にしか過ぎないことを認識すべきである』 というものである｡
この基本精神には日本の原風景がある｡ 村塾では教授者は教えるということはほとんど
しない｡ 各ユニットで, 三つの学習法 (音をひたすら聞く, 音読そして筆写) をクラスの
みんなでやる｡ 音読カードで, 英文は見ないで, 日本語から英文をパッと呼び出せるまで
やる｡ こうして回数を300回まで上げていく｡ 50回以上になると暗唱ができるようになる｡
回数を上げるという作業は繰り返し学習であるから人から教わる必要はない｡ 村塾では,
旧中学英語検定版 ｢コロンブス１・２・３年｣ をカードにしたもの (『TOEIC テスト 600
点突破！ 音読カード』 拙著) を300回やることを義務付けている｡ トップレベルの塾生
は４カ月～７ヶ月で300回を終える｡ 中学３年分を短期間で完全に暗唱し, TOEIC 600点
を突破する｡
教授者が高いミッション (Give and give with love！の精神) をもって, 60時間の授
業を補助的役割に徹し切れば, 学習者は自らの天質の芽を発育させ, 自らの発意と工夫に
よって, 授業の60時間を何10倍にも上げてくる｡ これこそが村塾の高く掲げる基本精神の
具現化であり, 自己学習支援コースの原点である｡
ここには, ｢宿題はしてこない, 予習はもちろんしてこない, 授業なんか聞いていない｣
といった ｢学びからの逃避｣ などは全くない｡ ここには, 自己規律型の ｢はげしく学ぶ｣
自己学習があるのみである｡ ｢学びからの逃避｣ は人間であることの放棄である｡ 人間が
学び続ける時代, それが21世紀である｡ 村塾の基本精神は自らがはげしく学び続けること
である｡ このメソッドは英語からはじまり, それが他教科に及び, さらには, それが現今
の混迷の日本をも変え得る力を有していると確信している｡
8.1. 音読・筆写メソッドを使っての成果
その１：千葉商科大学トワイライト・コース TOEIC 講座
☆ 講座実施期間：1998年４月～2003年３月まで
☆ 対象：社会人 (学生も含む)
☆ 基本テキスト：｢旧中学英語検定版コロンブス１・２・３年｣ のカード, その他
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☆ 方法：ひたすら音読・筆写法
☆ 講師：太田信雄 (千葉商科大学教授) 他 講師１名
☆ TOEIC730点突破 12名
TOEIC800点突破 ７名
TOEIC900点突破 ２名 計＝21名
その２：市川英語村塾
☆ 期間：2002年～2010年
☆ 対象：小・中・高・大・社会人
☆ 方法：ひたすら音読・筆写法
☆ 講師：塾頭 太田信雄 (千葉商科大学名誉教授) 他 講師４名
☆ TOEIC600点突破 33名
☆ TOEIC730点突破 13名
☆ TOEIC860点突破 ４名
☆ TOEIC900点突破 ２名 計＝52名
(以上, 21名＋52名は, 各受講生が提出した TOEIC テスト取得点数証明書を, 筆者が確
認の上で, 修了証を手渡した学徒たちである)
９. まとめ
国家100年の計に立つとき, 人類共通言語, いわゆる ｢英語｣ の習得は必須にして急務
である｡ 日本は今, 国家の土台が腐れ切っている｡ 500年余にわたる言語鎖国を解け！筆
者の知る限り, 地球上で日本ほど長年にわたって英語教育の方法論において, 国家的に間
違った方法論を採り続けている国はない｡ 日本人よ, 原点に返れ！日本の伝統的な文法・
戻り訳読中心の方法では, 何年経っても英語は使えるようにはならない｡ 音なし英語学習,
外国語学習は必ず失敗するというのが長い年月をかけて得られた教訓である｡ これと対峙
するのがリスニングを中心とした ｢ひたすら音読・筆写法｣ である｡ 明治以来130年余に
わたって続いている文法・戻り訳読法を ｢ひたすら音読・筆写法｣ に転換しさえすれば,
日本人の英語コミュニケーション能力は目を見張るような大きな伸長が期待できる｡ アジ
アの隣国, 中国と韓国を見るがよい｡ そして筆者が10年余にわたって実体験した成功事例
を見よう｡ その成功の裏付けが見てとれるであろう｡
[提言] ｢全国の学校関係者のみなさん, 教育改革に取り組んでいる中央・地方のみな
さん, そして自己学習に取り組んでいる全国のみなさんへ強くお勧めします｡
ひたすら音読・筆写法を採用されますことを！｣
この方法論が広く各地に広がるのであれば, 未来図として次のことが実現される｡
１. 方法論の変換と国主導の小学校英語教育の導入が実現できれば, 日本人の英語コミュ
ニケーション能力は大きく伸長するであろう｡ 小学生が３年～４年間で, 中学英語検
定教科書 (旧版) １・２・３年 (約1,500語) を, 完全に暗唱できる事例が出ている｡
この方法であれば, 義務教育の小・中学で, ほとんどの日本人が TOEIC 600点, 高
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校で TOEIC 730点は十分に超えられるであろう｡
２. 制度は現行のままで, 方法論のみを変えた場合でも, 高校卒で TOEIC 600点, 大学
卒で TOEIC 730点は可能である｡
３. この音読徹底反復法と自己学習支援メソッドは, 学びから逃避し, 進むべき道を見出
さないでいる現代の若者に, 自らはげしく学ぶことの楽しさと大切さを教えてくれ,
将来への夢と希望を与えてくれるであろう｡
付記：本論文は千葉商科大学平成18年度学術研究助成金による研究の成果である｡
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[抄 録]
日本人は, 中学・高校・大学の計８年～10年間, 英語を学んでも英語を使えるようには
ならない｡ 英語が人類共通言語になって, 世界各国が英語コミュニケーション能力を一斉
に上げてきているなかで, どうして日本人だけが長年にわたってアジアで最低底辺をさ迷っ
ているのか｡ その一方で, 隣国の中国と韓国の英語教育改革は成功を収めている｡ 低迷の
一番の原因は, 方法論が120パーセント間違っているからであるが, 低迷の原因はそれだ
けではない｡ 隣国の成功事例を調査研究することによって, 日本の英語教育の混迷のさら
なる深層を解明する｡ その解明に当たっては, TOEIC の ｢５つの見える化｣ を使って科
学的な解明を試み, 具体的な改革の提言をする｡ 個々の提言は, 隣国中国と韓国の成功事
例と, 10年余にわたる太田言語教育研究所の実験道場での成果に, 裏打ちされた提言であ
る｡ ｢５つの見える化｣ でもって日本の淀んだ空気を一掃し, 日本の500年余の言語鎖国を
解こう！
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